心理Ⅰ　月3・上原泉
パワポと先生の話をまとめたものです。青文字と赤文字覚えるだけで十分です。試験は記号で答える問題、用語を答える問題、論述が出ます。
≪導入≫
◆心理学の方法論(心理学研究法)
・知識、事実
・調査、実験
※人間の心については未解決のことが多い→調査・実験が必須(客観的な知見を得るための手続きが必要)
◆心理学の難しさ
①全体としての傾向vs.個人差
→多くの人で見られる行動パターンを把握したうえで個人差を見ていく。(基準となる値[幅がある]を知り個人差に対応していく)
→どの範囲の人の間で共有される行動パターンなのかを見極める必要がある。
⇒実証的な手法による追求(調査・実験)
②人は自分のことを分かっているようで実は分かっていない。
→人間行動一般について言う場合には慎重になる必要あり。(誤解・偏見につながる)
⇒実証的な手法による追求(調査・実験)
cf.日常生活においては直観判断は大事。しかし心理学という学問においては直観は危うい。
ex.血液型…自分に一致する情報しか目につかないから正しいように見える。
◆ミルグラムの実験の話
・服従の心理(命令に従って行動してしまう心の働きがある)
・ある状況におかれると人間はみなある行動をとる可能性がある。
≪調査や実験の必要性≫
１）直観の危うさ、誤った信念
※人間特有の社会的認知、対人認知
外集団均質化効果：自分が属していない集団の人は均質とみなす傾向あり。
(自分が属しているのは内集団)
錯誤相関：ある人物の評価をその人が属する集団の特徴として一般化する傾向あり。
２）自分たちのことを分かっていない
間違って把握する場合以外に
無意識的な心の動きや行動パターンがある
ex.サブリミナル効果(無意識的な記憶)
直観、思い込みによる間違いを防ぎ客観的な事実を導くため、かつ、普段分からない無意識の心を明らかにするために調査・実験を行う。
→だが、実験・調査にはきちんとした手続きを踏む必要あり。
調査：現実をありのままに把握し記述する。
実験：こちら側が意図的、計画的に条件を統制して変数を操作し因果関係についてより明確な結論を得ようとするもの。
	
	相関関係
	因果関係

	調査
	○
	×

	実験
	○
	○


独立変数：操作する変数(実験者が操作する値)
従属変数：独立変数の操作の結果として得られる値
≪方法論≫
相関関係と因果関係の違い
相関関係：一方の変数が変化すると他方の変数も同時に変化する関係。
(原因と結果の関係とは限らない)
因果関係：一方の変数が原因となって、他方の変数の結果がもたらされる。
　　　　　(原因と結果が特定できる)
◆実験体験(単語の暗記)
○単語にも覚えやすいもの、覚えにくいものと、単語そのものの覚えやすさの違い、個人差があるので無意味つづりを使うことが多い。
リハーサル群と妨害群の成績の比較
・被験者(対象者[発達心理系で特に用いられる])の特徴、条件間で同じか異なるか。
・刺激の選択
・条件の設定(カウンターバランスをとる)
条件の操作以外で実験結果に影響を及ぼす可能性のある要因をできるだけ排除する。
◆ホーソン効果(要は被験者ががんばってしまう効果)
1930年代、アメリカ、イリノイ州、電力会社ホーソン工場
目的：工場の照明と作業効率の関係
結果：照明を明るく→作業効率が上がった。
照明を明るくすると作業効率が上がるのか？
＊従来の普通の照明→作業効率が上がった！
実験に参加することによる意識の高揚が作業効率を上げた要因だった。
◆ひとつの実験例
柑橘系の香りにリラックス効果はある？
被験者(対象者)は？(性別・年齢)
刺激の設定
条件の設定(複数の香り、香りなしの条件[後者を特にコントロール条件という])
手続き(手順)をあらかじめ考えておく。
　場所は？様々な状況を設定する？集団実験？個別実験？
○実験・調査の実施は難しい。
・ホーソン効果
・数学的論理能力の文化差(日中米)
・外国語効果(英語がいくら得意でも英語で問題だされるより日本語で出されたほうがいい)
＊実験者効果：実験者が被験者(対象者)の行動に意図せずに及ぼす影響。
cf.ピグマリオン効果(教師が期待すればするほど生徒が頑張ってしまう)
信頼性：測度の精度に関する概念
妥当性：尺度の正確さに関する概念
内的妥当性、外的妥当性
(→実験で求められる妥当性)
内容的妥当性(表面的妥当性)
基準関連妥当性
構成概念妥当性
(→実験・調査で求められる妥当性)
内的妥当性
従属変数の変化(結果)の原因が独立変数の操作に帰せられる度合。
(他の要因が原因である可能性が低い)cf.ホーソン効果
外的妥当性(満たすのが望ましいが実際は難しい)
実験結果(因果関係)が一般化しうる度合。
外的妥当性が低い→この実験でしか通用しない。
内容的妥当性
表面的な測度のもっともらしさや直接的関連性。適切な指標を取っているか。
ex.模倣行動を調べたい
　　実際にどれくらい模倣するか見る…OK
　　「真似したいと思う？」と質問…内容的妥当性低い
基準関連妥当性
ある測定が別の客観的な基準となる測定とどのくらい整合的に対応しているか。
(併存的妥当性、予測的妥当性)
ex.テスト開発。新たに数学のテストを作るとして旧来のテストなら偏差値70のやつが新しいテストでは30まで下がる、とか言うのは妥当性低い。
構成概念妥当性
測定しようとしている理論的構成概念をその測度がどの程度測定しているか。
(他の概念を測っていない)
ex.怒りの感情と「眉をひそめる」。果たして適切な指標であるか。
◆調査・実験実施後のデータ処理
・図や表にまとめる。
・可能なら平均値(測定値の重心)、標準偏差(ばらつきの指標)を求める。
→統計による検定を行う(統計的仮説検定)
☆まとめと用語
・外集団均質化効果、錯誤相関
・実験と調査、被験者(対象者)
・相関関係と因果関係
・実験者効果、信頼性、妥当性
・内的妥当性、外的妥当性
・内容的妥当性(表面的妥当性)、基準関連妥当性、構成概念妥当性
・平均値と標準偏差、統計的仮説検定
≪記憶の課程≫
入力→記銘(符号化)→保持(貯蔵)→想起(検索)→出力
データをとる時は想起(検索)のプロセスを測定する。
(想起しか見られない。記名や保持は想起から推測)
◆記憶の種類(内容面での分類)
・手続き記憶「運動技術・身体的な行動の記憶」
・意味記憶「知識や事実の記憶」
・エピソード記憶「個人的なエピソードの(日記的)記憶」
　　自伝的記憶「より自己に結び付きのある、思い出に相当する記憶」
◆発達の順番
手続き記憶→意味記憶→エピソード記憶・自伝的記憶
ダメージの受けやすさはこの逆。
cf.記憶障害：健忘症；アルツハイマー、アルコール中毒
◆健忘症
前向性健忘：発病時以降の記憶障害。新しいことを覚えることができない。
逆向性健忘：発病時点を境としてそれ以前の経験が思い出せない。発症時点直前の記憶障害が大きい。
◆エピソード記憶・自伝的記憶(思い出)
・ダメージを受けやすい。
・日常会話の話
・互いの記憶を語り合ったり、思い出を懐かんだりするのは人間のみ。
・乳幼児健忘：生後3～4年間のことが思い出せない。←エピソード記憶の未発達
・高齢者の思い出のレミニセンスバンプ
※高齢者は5年前10年前のことより自分が20～30代の出来事を思い出すことができる。
◆思い出とは？
・自分で回顧する。Cf.不随意記憶
・他者と共有する→文化・社会の形成との関連
・コミュニケーションの活性化
・人間関係の形成・維持
・思い出をどう残すかが重要？
≪顕在記憶と潜在記憶(意識の視点)≫
・思い出せないことは本当に記憶していないのか？－NO
・自分では覚えていないと思っていても覚えているとしか言いようのない記憶がある。
→無意識的な記憶(潜在記憶)
・顕在記憶：自覚的に思い出せる記憶
・潜在記憶：自覚的には思い出せないが行動に表れるような記憶
◆顕在記憶
再認：見覚えのあるものを選択する。または一つずつ見て見おぼえがあるかないか答える。
再生：見覚えがあるものを思い出して答える。
→割合的には潜在記憶＞顕在記憶
◆潜在記憶
・運動の記憶(手続き記憶)
・トラウマ(普段は思い出さないように抑圧)
・条件づけ(ex.パブロフの犬)
・プライミング
特に注意を向けずに無意識的に経験したことが後の行動を促進するような効果。
→意識的に思い出せなくとも学習したことは身に付いている。
◆プライミング
単語完成課題：次の丸に文字を入れて意味のある単語を作れ。
1) エ○○○ド→エピソード
2) き○○→きおく
3) お○○○→おもいで　が出やすい。
見覚えがない(再任、再生ができない)のに先に見た単語を思い浮かべることが多い。
学習との関連　例)外国語学習
ただしネガティブプライミングもある(後の行動を阻害するような効果)
Cf.宣伝の効果
Cf.サブリミナル効果
顕在的にではなく潜在的に記憶されるものに対してより好感を抱くようになる？
◆分類
手続き、意味記憶：潜在記憶
エピソード・自伝的記憶：顕在記憶→ダメージを受けやすい。
◆記憶の間違い
自分で正しいと思っている記憶も結構間違っていることがある。
◆目撃証言の信頼性
Cf.面通し、誘導尋問
Cf.事故現場の車の色
何歳ぐらいから証言者となりうるか？
＊子供の報告の信頼性
4歳以下では想像上の話との混同もあり。(エピソード記憶の未発達)
◆記憶の間違い
・バートレットの反復再生法
(すごく複雑な物語を読ませ一カ月に記憶がどう変わるか調べる)
↓一ヶ月後、二ヶ月後、半年後にと繰り返すごとにより覚えやすい形へと変わる。
記憶した内容を繰り返し再生させると変容していく。
自分が持つ知識の枠組み(スキーマ、スクリプト)に合うように記憶内容を変容させる。
物語が理解しにくいものであればあるほど自分が覚えやすい形に要約、変形して覚える。
◆まとめ
自分で正しいと思っている記憶でも間違っていることは結構ある。
(目撃証言も変容することもある)
≪記憶の区分(時間による区分)≫
・感覚記憶・短期記憶・長期記憶
感覚記憶：入力した情報を数秒だけ保持できるシステム
→スパーリングの実験による発見
◆短期記憶と長期記憶
短期記憶：入力された情報を数十秒間保持するシステム
短期記憶の容量(数十秒覚えていられる個数)は7±2が限界＝メモリ・スパン(記憶範囲)
より多く覚えるにはどうすればよいか？
→チャンク(塊)で覚えるとよい。
→リハーサルをして長期記憶にするとよい。
長期記憶：入力された情報を長期間保持するシステム。
＊短期記憶に貯蔵された情報のいくつかはリハーサルやチャンク化等の処理を経て長期記憶に。
＊長期記憶は大量の情報の保持が可能。時間の経過に伴う減衰は小さい。
＊想起できないのは意識的な想起の失敗による。
保持曲線：長期記憶の減水のしかた。
◆記憶は干渉しあう。(似ていればいるほど)
逆向抑制：後から覚えたことが先に覚えたことを干渉する。
順向抑制：先に覚えたことが後から覚えたことに干渉する。
※逆向抑制よりは順向抑制のほうが弱い。
◆系列位置効果(初頭効果・親近性効果)
初めと最後が思い出しやすい。
初頭効果：最初のほうで見聞きした単語は想起しやすい。長期記憶のおかげ。
親近性効果：最後のほうで見聞きした単語は想起しやすい。短期記憶のおかげ
↑直後の妨害作業の影響を受けやすい。
≪学習≫
・条件づけ、オペラント条件づけ
・学習の仕方：試行錯誤洞察・学習セット・学習の転移
・学習法：集中学習と分散学習・全習法と分習法・反復学習の効果、睡眠の効果党
◆古典的条件づけ：パブロフの犬
条件刺激(CS)　　　　→　　　探索反応または「おや何だ」反応
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＜ベルの音＞　　　　　　　　＜CSに対して注意を向ける＞
無条件刺激(US)　　　→　　　条件反応(CR)
＜肉＞　　　　　　　　　　　無条件反応(UR)
　　　　　　　　　　　　　　＜唾液分泌＞
学習によって赤の矢印の反応ができる。
無条件刺激：無条件反応を生じさせる刺激(犬にとってのえさ)
無条件反応：生得的な反射的行動(唾液が出る)
条件刺激：繰り返し一緒に提示されることにより学習され無条件反応を生じさせるように。
→条件反応(ベルが鳴ると唾液が出るように)
◆道具的条件づけ(オペラント条件づけ)
正の強化：自発的な行動⇒正の強化子提示
ある行動をすると報酬が与えられるのでその行動を頻繁に行うようになる。
この場合の強化刺激を正の強化子(報酬刺激)という。
負の強化：自発的な行動⇒負の強化子除去
ある行動をすると嫌なものが除去されるのでその行動を頻繁に行うようになる。
この場合の強化刺激を負の強化子(嫌悪刺激)という。
負の罰：自発的な行動⇒正の強化子除去
ある行動をすると報酬が与えられないのでその行動を避けるようになる。
正の罰：自発的な行動⇒負の強化子提示
ある行動をすると罰が与えられるのでその行動を避けるようになる。
★強化：行動を増やすこと
　罰：行動を減らすこと
　正の：与える、提示することによって
　負の：除去することにやって
◆試行錯誤・洞察
試行錯誤：取りうる手段を問題場面に試み的に当てはめ、試みと不成功を繰り返すうちに解決を見出そうとするやり方。
例)ソーンダイクの猫の問題箱：試行錯誤学習
洞察：過去の経験や状況を踏まえて一気に解決の見通しを立てること。
例)ケーラーのチンパンジーの洞察
◆学習セット(学習の構え)
学習セットの形成＝学習の仕方を学習すること
＊学習セットの形成の過程は試行錯誤から洞察へと変わっていく過程
◆学習の転移：前に学習したことがその後の学習に影響を及ぼすことをいう。
バイオリンの学習→（正の転移）チェロの学習
スケートの学習→(正の転移)スキーの学習(バランスとか)
練習して獲得した技能は他の場面にも応用されることが多い。
卓球の学習→(負の転移)テニスの学習
学習の転移：鏡映描写
鏡に映った像(実像とは左右逆)を見ながら図形をトレースする。学習の速度は所要時間。
右手(で訓練学習)→左手
左手(で訓練学習)→右手
とすると後者への正の転移が起きる。(所要時間、エラー数等)
両側性転移
◆学習法
分散学習＞集中学習
作業の間に休憩時間を長くとるほうが(分散)、短い場合(集中)に比べて成績が良い。
技能学習の場合は特に分散学習の効率が良い。
全習法：最初から全体としてひとまとまりで練習する手法
分習法：部分に分けて部分の練習を積み上げていく手法
できる範囲内でまとめて行ったほうが良い場合が多い。
分割しすぎると効率が下がる。
試行錯誤ですべて自分で行うのは効率が悪い、
・動作、やり方を観察し模倣する→効率up
・言葉で教える(ガイダンス効果)→効率up
ガイダンス(解説)あり＞ガイダンス(解説)なし
反復学習の効果
反復して学習(訓練)すればするほど意識的にお追い出せる量も増える。
睡眠の効果
就寝条件(要は寝る)と活動条件(他の作業)とでは忘却度に差が出る。
就寝条件のほうが再生率高い。
≪動機づけ≫
動機：行動を引き起こす内的な推進力
目標(誘因)：行動の対象となるもの
動機づけ：動機と目標により行動が方向づけられ持続する過程。
行動の理由を考えるための概念
◆動機の種類
・生理的欲求
乾き、飢餓、睡眠、呼吸、苦痛回避。
個体の生命維持。
生得的な生理機構に基づく。
ただし、人間の摂食行動は習慣、思考、心理状態など心理・社会的要因による影響もある。
・性的欲求や母性欲求(基本的欲求)
子孫の存続にかかわる。高等哺乳類では発達早期の社会経験の影響もある。
人間には心理的要因、経験的要因、他者との関係性に基づく要因(人間関係形成など)がある。
・社会的動機
達成、親和、承認、攻撃、支配、恭順、顕示など。
社会の在り方、価値観、文化の影響。
親和動機：他者と好意的な関係を結び維持しようとする動機。
共同作業の効率up(互いに親和動機高い)
不安や京などの状況下でup。
長男・長女で顕著(長子)
親和動機の高い人…電話・メール・手紙が多い。
他者に承認を求め、アイコンタクトが多い傾向。
達成動機：優れた目標を立てて、それを高い水準で達成しようとする動機。
達成動機の高い人は成功の原因を自分の高い能力や努力に、失敗の原因を努力の欠如に帰属する傾向。
達成動機の低い人じゃ成功の原因を課題の難しさや運に、失敗の原因を能力の欠如に帰属する傾向。
・内発的動機
活動すること自体が目標や報酬となっている場合このようの行動を引き起こす動機。
活動動機：活動そのものを求める動機
感性動機：適切な刺激作用を求める動機
好奇・探索・操作動機：環境に関心を示し、探索、働き掛けを求める動機。
新規刺激を求める動機を好奇動機という。
新奇性と動機(接近、回避)の関係
接近
　　　　好奇　　　　　　　慣れ親しんだ水準からのずれの大きさ
　　　　探究
　　　　　　　　　　　恐怖
回避
＊覚醒状況と心的機能の関係　ヤーキズ・ドットソンの法則

　　　　　　　　　　　　　　　最適実行
心的状況の　　　　　　　　　　　　　　　情動的混乱
遂行成績　　　　　　注意の増加　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機能崩壊
　　　　　　　　　　覚醒
眠り
低覚醒水準　　　　　　　　　　　　　　高覚醒水準
◆フラストレーション
欲求を満たすための行動を妨げられる。遂行途中で阻止された場合は不快な緊張状態、すなわちフラストレーションが生じる。
対処行動：障害を除去し目標達成に向く。
防衛行動：抑圧、逃避、置き換えなど。
不適応行動：攻撃、固執、無反応など。
フラストレーション耐性：
不適応反応を抑制しフラストレーションを切り抜ける能力。成長の過程で経験し対処の仕方を身につけることが重要。
・コンフリクト
２つ以上の目標(誘因)が存在しどの行動をとることもできない状況。動機づけの葛藤。
フラストレーションの原因にもなる。
接近―接近型コンフリクト：2つの正の目標の場合。例)希望する2社に合格
回避―回避型コンフリクト：２つの負の目標の場合。例)試験勉強と留年
接近―回避型コンフリクト：正と負の目標の場合。例)試験勉強と資格合格
≪錯覚≫
・錯視
ミューラー・リヤー錯視


エビングハウスの大きさの錯視
同じ大きさの図形でも大きい物の周りに置かれると小さく、小さい物の周りに置かれると大きく見える錯視。円形、球体が最も効果が現れる。
ツェルナーの錯視


Sへリングの錯視


ヘルマン格子




十字路に黒い点が見える
ポンゾ錯視
下の棒のほうが短く見える。
月の錯視
地平線の月は店長の月よりも平均して15～30％大きく見える。
(地平線は天頂よりも遠くに感じられる？)
主観的輪郭線
[image: image7.png]



対比効果


マッカロー効果
http://ipr.hijiyama-u.ac.jp/~hyoshida/studies/mccollough/index.html
↑がわかりやすいです。
マガーク効果
耳の情報と目の情報が食い違うことでまったく新しい第三の音が聞こえてくる効果。
有名な例：(口の動きが/ga/)＋(/ba/という音)＝/da/という音が聞こえる。
・味覚の錯覚
スイカに塩
辛味は味覚？
甘味、酸味、塩味、苦味、うま味の五つは感じられるが、辛味は痛み(＋匂いで感じる)
・ストループ効果
言葉の意味とは異なる色のついた色名単語の色を命令するときに反応が遅くなること。
文字の意味が色の命名に干渉する現象。　「赤」　青と書き取りにくい
cf逆ストループ効果：実際の色が干渉
・カクテルパーティ効果
特定の情報に選択的な注意を向け、他の情報を無視することができる現象のこと。
例）大きな雑音環境の中での会話においても相手の話を聞きとることは可能。
同様の効果は聴覚以外の他の感覚知覚においても存在する。
例）料理の隠し味を当てる。群衆の中から特定の人を見つける。
・幻肢
事故などで身体の一部を失った人が失ったはずの手足が存在するかのように感じる症状。
≪視覚≫
網膜：目のスクリーンのようなもの
網膜は層構造を成しておりその一層が視細胞層。
盲点：視神経が眼球から外へ出ていく部分には視細胞はない。この部分に結んだ像は見えない。
◆視細胞
杆体(かんたい)と錐体
かん体：暗いところで働く。明るさに関与。色は処理できない。
錐体：明るいところで働く。色覚に関与。
錐体はさらに次の３種類に区分できる。
「赤錐体・緑錐体・青錐体」
中心窩：見たいものの像が結ばれる部分(網膜の中心部)
錐体が密集。高い解像度で鮮明に見るため。(中心視)
中心窩の周辺では錐体の密度が低くかん体が多くなるので不鮮明(周辺視)
◆順応(明順応と暗順応)
明順応：暗い所から明るいところに出たときの順応。かん体から錐体へと機能が移行する過程で生じる。明順応はごく短時間で成立。
暗順応：明るい所から暗いところに出たときの順応。(錐体からかん体へと機能が移行し)かん体の機能が発揮されるようになるまでには時間がかかる。完全に暗順応するまでには30～40分かかる。
◆対比
特徴の差が拡大され強調される方向で知覚されること。
白い背景上の灰色は暗く黒い背景上の灰色は明るく見える(明るさ対比)
青と黄、赤と緑のように補色関係にある色を並べてみると相互に鮮やかさが増す。
◆図と地の文化、群化
・ある部分を注目すべき部分(図)としてそれ以外を背景としてみる(図と地の分化)
・図柄を見るときカテゴリー化して見ようとする(群化)
　まとまりを形成する要因を群化の要因(ゲシュタルト要因)という。
→形の知覚　cfゲシュタルト心理学：ウェルトハイマー
図地反転図形
ルビンのつぼ
(壺と向かい合う人間)
群化の要因
近いもの同士を同じグループとしてみる(近接の要因)
他、類同の要因、閉合の要因
まとまりか形を知覚して意味を類推、解釈する。
奥行き知覚
網膜上に映し出された二次元画像の情報が脳で処理され三次元の知覚になる。
輻輳(ふそう)：
近い対象を見るとき眼球は内側に動き、遠い対象を見るとき眼球は外側に動く。
両眼視差：
(眼からの距離が)近い立体物ほど両眼の網膜上に映し出される像の違いは大きくなる。
視神経は一度頭の中で一度集まり(視交叉)再び別れて外側膝状態へ。
視交叉は半交叉
左視野の情報は右半球に、右視野の情報は左半球に。重要なのはあくまで視野。
中央を注視させ左または右視野に刺激を提示すると片側半球の視覚野に情報入力
運動視差：動いているときの画像のずれ
例)電車に乗っていて知覚のものは速く、遠くのものは遅く動く。
きめの勾配
空間の異方性
情報への奥行き知覚が前方の時より近めに感じる。→月の錯視
運動の視知覚
誘導運動：案室内で中央に光点、その周囲に枠。枠のほうを動かすと光点のほうが逆方向に動いて見える。
ビックリハウス：本当は自分じゃなく家が動いている。
仮現運動：実際には連続的に動いているわけではない物体について動く様子が見える。
≪視覚の発達≫
視力の検査(vs.赤子)
・選好注視法(視線を使った方法)
新しい絵＞古い絵　(記憶)
複雑図形＞単純図形　(視力)
※視覚も幼児の時は悪くて、見るトレーニングをすることで視力を発達させていく。
3か月　0.01～0.02
6か月　0.07～0.08
1年　0.25
2年　0.5～0.6
4年　1.0程度
十分な視覚経験が必要とされる時期。(長期の眼帯は避けるべき)
◆眼球運動の発達
サッケード：眼球の瞬発的運動。予測性の強い眼球運動。生後2，3カ月から可能。
追跡運動：運動する目標を目で追っているときにあらわれる眼球運動。
サッケードより遅れて発達。
奥行き知覚の発達
視覚的断崖：台の半分を透明ガラスにした状態で、台の地柄と、ガラスを通して見える地柄が、勾配をなすようにしておき、奥行きを知覚してガラスの手前で止まるかどうかをテストするもの。
衝突回避実験：
2，3カ月から奥行き知覚が可能。奥行きと怖さを結びつけるのはもう少し後。
奥行き知覚と両眼視差
両眼視差が初期の視覚経験で重要→斜視が問題になる。
ほか輻輳、きめの勾配、運動視差等も重要な手がかり。
◆視覚の障害
斜視：両目の視線が正しく目標に向かないため同時に両眼で一つの物体を捕えられない。
→視力、両眼視機能(立体視)の発達に影響。
斜視で物が二重に見える。(両目の視線がそろわない)
→子供は片目だけで物を見ようとする。
→片目の視力△。奥行き知覚△。
判断の手がかり
・飛んでくるボールをつかめない
・乗り物酔い
・明るいところで目をつむる
・顔を傾けて物を見る
・横目で物を見る
・行を間違えて読む
弱視：はっきり見ることができない状態が長く続くと視力の発達が抑えられ、眼鏡をかけても十分な視力が得られなくなる。(矯正視力が0.02～0.3)早期発見がポイント。
≪顔の認識≫
・普通の図柄とは見方が異なり情報の処理のされ方も異なる。
・人の顔は一瞬にして区別できる。(洋服での区別は難しい)
・顔は特別な刺激
1 相貌失認
よく知っている人物の顔を見てもそれが誰だかわからず新しい顔を学習することもできない症状。家とか車とかは識別できるのに人の顔だけはできない。
2 顔ニューロン
側頭葉(のTE野)や上側頭溝内皮質に存在する顔のパターンに選択的に反応する細胞。
・乳児の顔刺激への興味
生後２ヶ月後ころから顔への興味が顕著になる。
・顔は部分ではなく全体的なまとまりとして知覚される。
→倒立効果：顔の認識に関して、逆さで見てもそれが変でもわからない。　チンパンジー・サルでは見られない効果(樹木上で生活。倒立状態で物を見ることが多いため)
サッチャー錯視：正立顔と倒立顔の認識
＊サッチャーさんがすごい顔とかをしていても逆さにしてみるとあまり違和感がない。
cf　イヌの専門家vs.イヌの素人。犬の写真で専門家のみ倒立効果あり。
倒立効果は熟練習(専門家)の効果？人間は人間の顔の専門家。
・形態的というより意味的に顔を認識しようとする。
→意味処理優位性効果
形態的特徴を判断する(形態判断)よりも親しみやすいか否かなど、顔から受ける印象を判断する(意味判断)ほうが記憶に残りやすい。
また自分が属する人種の顔を記憶しやすいものの、ほかの人種の顔を記銘する際にも意味判断をしたほうが記憶に残りやすい。
・顔は記憶しやすい
・瞬時にして多くのことを読み取ろうとする。性別、年齢、人種、表情、印象(性格)
旧友は25年前の写真と現在の写真を高い割合で正しく照合できる。
・威光効果(光背効果、ハロー効果)
人がある側面で望ましい(あるいは望ましくない)特徴をもっているとその評価を全体評価にまで広げてしまう傾向のこと。
顔でいえば“まじめっぽい顔”であれば仕事をまじめにこなすと判断される(？)
・童顔効果
子供っぽい。リーダーに適さない。従順である、誠実であるという印象も。
・魅力的な顔
平均的な顔が一番好感をもたれる。
・表情　cf.表情の表出と分化差、性差　(基本的に表出の度合いは私的＞公的)
日本とアメリカではアメリカのほうが表出する。日本人は表出を抑制。
公的には(アメリカ)男性＞女性。日本では一部を除き男性＝女性。
≪イメージ≫
・空間のイメージ
参照枠：空間を認識するときに基準となる枠組み。
Cf. 観察者(自己)中心参照枠：自分から見た見え方
　 環境／対象中心参照枠：自分を含めた別視点から
・身体の動きとイメージ
Cf.スポーツとイメージトレーニング
☆実際に指を動かしているときにも、指を動かさずに指を動かすのを想像(イメージ)しているときにも働く脳の部位がある…(ブローカ野、ミラーニューロンとの関連)
(イメージはどう使われているか)
・推論、問題解決
・コミュニケーション
・芸術
Cf.イメージは視覚的なものばかりとは限らない。
≪推論と問題解決≫
・イメージと問題解決
メンタルローテーション(心的回転)
頭の中で物を回転させること。現実の空間に沿うような形でイメージできているかどうか。角度が大きいほど時間がかかる→頭の中で回転させていることがわかる。
・ハノイの塔問題　　　

・お茶会問題
→ハノイの塔問題と構造は同じ。
ハノイの塔問題と同様のイメージで取り組むと解きやすい。
＊いかに問題が解きやすいようにうまくイメージするかが重要。
・アナロジーと問題解決
アナロジー(類推)：未知の状況(問題)に遭遇したとき、すでに経験したことのある類似の状況を思い出し、それをもとに解決を試みること。
・4枚カード問題　http://homepage1.nifty.com/NewSphere/EP/b/psych_cards4.html
非論理的な反応へのバイアスがある。
…確証バイアス
「pならばq」⇒「pかつq」このような抽象的な論理形式だとわかりにくい。
…マッチングバイアス
問題文に表現されているものを選択。
形式的な論理で解くのが確実だが、日常的には社会的な経験則に従って解く場合が多い。
より身近な文脈に即して考えると解きやすくなる。
↑主題性効果
　↑実用論的推論スキーマ
：主題性効果を支える有力視されている考え方で、ある程度抽象的論理能力を人間は持っているが、具体的な内容に即して問題を解くということ。
他、社会的契約説、裏切り者検知など。
以上です。「はじめて出会う心理学」(有斐閣)を読めばさらに完璧になります。
